
本庁では行財政改革による効果額の使途を明らか

にするため、平成２０年４月に「市民福祉向上基金」

を設置しました。

これは、行財政改革の実施年度に、その効果額の

一部（２分の１以内）を基金に積み立て、市民福祉

向上のための新規・拡充事業の財源として活用する

ものです。

本市では、平成１２年５月に「簡素で効率的な行財政

システムの構築」と「市民参加の推進と行政の公正・透

明性の向上」を基本目標とする行財政改革大綱（平

成１２年度～２１年度）を定め、その実現を図るため、

第１期実施計画（平成１２年度～１５年度）、第２期実

施計画（平成１６年度～１８年度）及び第３期実施計画

（平成１９年度～２１年度）を策定し、全庁一体となっ

て積極的に行財政改革を推進しています。

その結果、第１期実施計画で約７８億円、第２期実

施計画で約８０億円、さらに第３期実施計画の初年度

（平成１９年度）で約５億８,０００万円の財政的効果を挙

げることができましたが、その一方で、各学校の特

色や地域の資源を生かした、特色ある学校づくり

（ドリームプラン）の推進や、乳幼児医療費助成の通

院対象年齢を３歳未満から就学前まで引き上げるな

ど、さまざまな新規・拡充事業を実施し、厳しい財

政状況にあっても、市民福祉の維持向上に努めてき

ました。

しかしながら、これまでの行財政改革においては、

このスクラップ・アンド・ビルドの流れ、すなわち、

事務事業等の見直しにより、新たな施策が生み出さ

れたという結果が「見える」形では表されていませ

んでした。今回、新たに設置した「市民福祉向上基

金」は、行財政改革の効果額が新規・拡充事業に活

用されたという流れを具体化したものです。

行財政改革の効果額については、当該年度に実施

する第３期実施計画の取組項目のうち、特別会計に

係るものや受益者負担の適正化に係るものなどを除

いて積算した結果、約５億８,０００万円を算出しました。

この効果額の２分の１以内として約２億９,０００万円

を基金積立金として計上する一方、市民福祉向上の

ための新規・拡充事業の財源として、積立金と同額

を基金繰入金として計上、基金の充当事業について

は、基金の設置目的を踏まえ、特定分野の施策に限

定するのではなく、妊婦一般健康診査の公費負担の

拡充（１回から７回に拡大）や、少人数教育推進人

材の小中学校への配置による少人数教育の推進、タ

ウンくる（コミュニティバス）による市域西北部へ

のバスルートの増設など、市民福祉全般にわたる計

１６事業を実施することとしました。（内容は次のペ

ージのとおり）

なお、平成２１年度の市民福祉向上基金については、

現在、当初予算案を３月市議会に上程しているとこ

ろですが、その中で８,０６８万円を計上しています。

行財政改革の効果額については、職員給与の適正化

や職員数の抑制による人件費効果額など、市民に直

接かかわりのない項目を除いた上で、約１億６,２００万

円を算出し、対象となる新規・拡充事業としては、

市役所本庁舎の耐震診断等市有建築物の耐震化（事

業費４,０８７万円、充当額２,７２５万円）、京阪萱島駅周

辺地区のバリアフリー化（事業費２,３００万円、充当
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額５８０万円）、成田西町地内水路改修工事等の浸水対

策事業（事業費３,３６５万円、充当額２,２９５万円）及び英

語教育特別推進地域研究発表会の開催（事業費３３４万

円、充当額３０４万円）など、平成２０年度に引き続き、

市民福祉全般の向上につながる全１８事業を実施する

内容を提案しています。

現在、本市では、さまざまな改革の成果をより一

層市民サービスに還元する「深化した改革」に取り

組んでおり、その改革の一環として、この「市民福

祉向上基金」を活用して行財政改革による効果額の

使途を明らかにし、行財政改革に対する市民の理解

を深めていただこうと考えています。

そのためには、今後、さらなる行財政改革の推進

に努めることはもちろん、スクラップ・アンド・ビ

ルドの流れがより市民に分かりやすいものとなるよ

う、制度の充実及び周知に努めていきたいと考えて

います。

今後の展開
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